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３月14日に第41回大分県麦作共励会の表彰式が大分県教育会館
で開催されました。
麦作振興を推進する上で他の模範となり、規模拡大や実需者と
の播種前契約を達成する上で重要となる収穫量と品質の向上に対
する取り組みを行っている集団及び個人の農家に対し表彰するも
のです。
国東市から「個人の部」で、吉崎祥平さん（国東町）が優秀賞
を受賞しました。
吉崎さんは小麦栽培にて土壌改良材と肥料を施して地力の向上を図っており、単収は335kg/10a、
品質は全量１等と、県平均を上回る成績でした。また、タンパク含有率向上のため、出穂後実肥散
布を２回実施するなど実需者ニーズに沿った麦作りを実践しています。

３月７日に平成27年産東部地区飼料用米共励会表彰式が国
東市役所安岐総合支所で開催されました。
県全体としても「単収向上」が大きな課題となっているこ
とから、東部振興局管内地区の単収の高い生産者を表彰し、
生産意識向上を図るものです。
国東市から安部眞一さん（安岐町）が管内地区の単収の高
い生産者として入賞しました。

２月25日に第47回大分県農業賞表彰式が大分県庁で行われました。
大分県農業賞は、大分県の農業振興を目的に、先進的な農業技術の導
入や経営の合理化等を図り、企業的な農業経営を行っている個人及び法
人等を表彰するものです。
国東市から「集落営農・むらづくり部門」で農事組合法人　中園営農
組合（安岐町）が優秀賞を受賞しました。
同組合は、農地集積のほか、排水対策、土壌改良に積極的で、規模拡
大により機械の効率利用を図り、米・麦・大豆の単位収量は県下でもトップクラスで売上高を年々
伸ばしていることによる受賞となりました。

３月８日、上櫛櫛櫛地区の農家櫛櫛で櫛成する農事組合法人
「櫛櫛櫛やまびこ」（国櫛町）が櫛櫛しました。
「櫛櫛櫛やまびこ」は、地櫛の農業者の高櫛化や後櫛者櫛櫛に
よる耕作放棄地の防止や、機械化による効率的な農業に取り組
むなど、地櫛の担い手となることを目的に今後活動を行ってい
きます。

第41回 大 分 県 麦 作 共 励 会

▲�右から３番目
　吉崎德孝さん（祥平さんの父）

平成27年産東部地区飼料用米共励会

▲左から２番目　安部眞一さん（安岐町）

第47回 大 分 県 農 業 賞

▲右　宇都宮善次　前組合長
　左　加藤哲也　組合長

農事組合法人「櫛来やまびこ」設立

▲前中央　山本年雄　組合長
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宮
崎
市
で
ミ
ニ

ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ

リ
な
ど
を
生
産
し

て
い
る
奥
松
農
園

（
奥
松
健
二
代
表

取
締
役
）
が
、
県

庁
で
進
出
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

今
回
開
設
さ
れ
る
農
場
は
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
５
棟
（
計
約
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

で
、
国
東
町
浜
の
借
地
に
設
置
し
ま

す
。
４
月
に
新
会
社
を
設
立
し
、
来
年

４
月
か
ら
高
糖
度
ト
マ
ト
を
栽
培
す
る

予
定
で
す
。
奥
松
代
表
は
、「
自
分
の

持
つ
経
験
を
伝
え
て
、
社
員
を
経
営
者

に
育
て
て
い
き
、
地
域
の
雇
用
増
に
貢

献
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

奥
松
農
園
が

進
出
表
明

３月10日
　
国
東
市
は
、
豊
和
銀
行

（
権
藤
淳
頭
取
）
と
、
地
域

発
展
に
向
け
た
産
業
の
創
出

の
た
め
の
人
材
育
成
・
人
材

交
流
及
び
地
域
経
済
活
性
化

に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
相
互
に
連
携
し
、
地
方

創
生
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
包
括
的
連
携
協
力

に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。
こ
の
協
定
に
よ

り
、
豊
和
銀
行
の
「
雇
用
・

住
居
・
子
育
て
環
境
」
を
３

つ
の
柱
と
す
る
地
方
創
生
へ

の
支
援
に
加
え
、
新
規
就
業

や
起
業
の
知
識
を
活
用
し
て

地
域
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

　
市
内
の

製
造
業
や

医
療
・
福

祉
、
農
業

な
ど
の
16

事
業
所
が

参
加
し
て

開
催
さ
れ

た
合
同
就

職
説
明
会
。

今
回
は
、

今
年
度
に
就
職
活
動
を
予
定
し

て
い
る
大
学
生
や
市
内
外
か
ら

の
一
般
の
方
な
ど
55
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
次
回
は
、
夏
に
説

明
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
県
知
事
が
定
例
記
者
会
見

で
、
３
月
末
で
生
産
を
終
了
す

る
ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
㈱

大
分
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー

が
、
開
発
部
門
と
担
当
従
業
員

を
当
面
残
す
こ
と
を
ソ
ニ
ー
側

か
ら
説
明
を
受
け
た
と
発
表
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
ソ
ニ
ー
セ

ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
（
本
社
・
熊
本

県
菊
陽
町
）
で
生
産
す
る
半
導

体
製
品
全
般
の
開
発
に
携
わ
る

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
県
や
市
議
会
と
連
携
し
て

工
場
の
存
続
を
要
望
し
て
き
た

三
河
市
長
は
、「
世
界
的
ブ
ラ

ン
ド
が
地
元
に
あ
る
か
な
い
か

は
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。

存
続
を
決

め
て
い
た

だ
き
感
謝

し
て
い
る
」

と
話
し
ま

し
た
。

企
業
合
同

就
職
説
明
会
を

開
催

ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン

ダ
ク
タ
㈱
大
分
Ｔ

Ｅ
Ｃ
存
続
決
定

３月14日

３月19日

３月１日

　
国
東
町
川
原
で
合
繊
ロ
ー
プ
の
開

発
・
製
造
し
て
い
る
「
石
田
製
綱
株
式

会
社
」
の
石
田
一
太
郎
取
締
役
工
場
長

が
市
役
所
を
訪
れ
、
三
河
市
長
に
増
設

表
明
書
を
手
渡
し
、
お
互
い
に
協
力
と

支
援
を
し
て
い
く
こ
と
を
約
束
し
ま
し

た
。
石
田
製
綱
に
よ
る
と
、
既
存
の
工

場
棟
に
建
物
面
積
１
、６
７
２
・
５
㎡
の

工
場
棟
を
増
設

し
、
今
年
６
月

か
ら
の
稼
働
を

予
定
。
従
業
員

も
新
た
に
10
名

を
雇
用
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

石
田
製
綱
㈱

大
分
工
場
増
設

雇
用
に
も
期
待

３月16日

豊
和
銀
行
と
地
方
創
生
実
現
へ

「
包
括
的
連
携
協
定
」を
締
結
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